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ニュ版教父全集や希仏対訳著作集（Sources Chrétiennes No.51bis. 96, 104, 113, 122, 129, 156, 
174, 196 ）がある。なお本論文では Sources Chrétiennes を使用した。 
さらに研究書としては、以下のものが挙げられる。 
 
Walther Völker, Praxis und Theoria bei Symeon dem Neuen Theologen, Franz Steiner, 1974. 
B.Faigneau-Julien, Les sens spirituels et la vision de Dieu selon Syméon le Nouveau   
Théologien, Beauchesne, 1985. 
Krivocheine, Archbishop Basil: In the Light of Christ, St. Vladimir’s Seminary, 1986. 







それを近年試みたのが特に B.クリヴォシェヌ（ In the Light of Christ）と H.アルフェー
エフ（St Symeon the New Theologian and Orthodox Tradition）であり、また N.ラッセル（The 
Doctrine of Deification in the Greek Patristic Tradition）であった。 
                                   
11 ウラジミール・ロースキィ『キリスト教東方の神秘思想』宮本久雄訳、勁草書房、1986
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版した教父・霊的師父の著作の選集。ヘシュカスムの伝統にのっとって編纂され、霊的
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p.301. 
15 ibid., p.302. 

















































が光をいかに超越的ととらえているかを示している。        






態で約 45 回現われ、「光を与える、照らす」という意味となる。また名詞としては約 150回
現われ、「光、あけぼの、輝く光、いなずま、日」などを意味している。また名詞רואמ（mā’ōr）
に関しては約 20 の箇所がある。多くは「灯火」を現わし、まれに「光」を現わす19。また 
                                   
17 『岩波キリスト教辞典』岩波書店、2002 年、918 頁。 




רוא （’ōr）はギリシャ語の fw:V「光、日の光」に相当する20。詩編においては ほとんど名
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21 プラトン『国家（下）』藤沢令夫訳、岩波書店（文庫）、2008 年、115-116 頁。 
22 『プロティノス全集第三巻』田中美知太郎/水地宗明/田之頭泰彦訳、中央公論社、1987
年、449 頁。 



































中世思想研究所、平凡社、1994 年所収）262 頁。 
25 Évagre le Pontique, Le traité pratique,. tome II, texte, traduction, commentaire et tables par A. et 
C. Guillaumont, 1971, Sources Chrétiennes, No.171, 98.7-10. 
26 cf., H. Alfeyev, ibid., p.173. 
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28 偽ディオニシオス・アレオパギテース『神名論』熊田陽一郎訳（『キリスト教神秘主義
著作集１』教文館、1992 年所収）174 頁。 
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33 Grégoire de Nazianze, Discours, introduction, texte critique et notes par Claudio Moreschini, 
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かたち―東方教父の古典に学ぶ―』谷隆一郎編訳、知泉書館、2014 年所収の谷隆一郎訳
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グレゴリオス『雅歌講話』大森正樹、宮本久雄、谷隆一郎、篠崎榮、秋山学訳、新世
社、1991 年による。）邦訳 263-264 頁。 
39 大森正樹「闇―神現の場」（『共生学―Sapientia Convivendi―第 9 号』上智大学共生学研
究会、教友社、2014 年所収）11 頁。 


















を表現するギリシア語は skovtoV ではなく govfoV を用いている。gnovfoV は新約聖書ではヘブ







この聖書の箇所では gnovfoV は黒雲と訳されているが、それは申命記 4:11-12 に基づいてい
                                   
41 Corpus Dionysiacum II, Herausgegeben von Gunter Heil und Adolf Martin Ritter, 1991, p.141-
142. （訳は『キリスト教神秘主義著作集 1 ギリシア教父の神秘主義』教文館、1992
年、所収の熊田陽一郎訳による。）邦訳 265 頁。 
42 ibid.,p.145. 邦訳 268 頁。 









この箇所において『七十人訳聖書（Septuaginta）』の skovtoV を Vulgata では tenebrae nubes
と訳され、gnovfoVが caligo と訳されている。skovtoVと gnovfoVの違いについてここでは触れ
ないが、このことについて大森正樹は「われわれにわかることは『七十人訳』において、上















認識・実践に関する諸章』の 2 の 18 番に gnovfoVが使われている。 































                                   
46 Syméon le Nouveau Théologien, Chapitres Théologiques, Gnostiques et Pratiques (以下 Chap.と
表記する), texte critique et notes par Jean Darrouzes, Sources Chrétiennes, No.51bis, 1980, 2:18, 
p.112. 
47 Syméon le Nouveau Théologien, Hymnes, introduction, texte critique et notes par Johannes 






























                                   
48 Syméon le Nouveau Théologien, Traités Théologiques et Ethiques（以下 Théol.および Eth.と表
記する）, introduction, texte critique, traduction et notes par Jean Darrouzès, tom I, Sources 
Chrétiennes, No.122, 1,Ch.12.105-120.,tomⅡ, No.129. 
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49 Syméon le Nouveau Théologien, Catéchèses (以下 Cat.と略記する), tom II (6-22), introduction, 
























                                   









示している（Cf.P.Dinzelbacher, Wörterbuch der Mystik, Kröner, 1989,pp.111-112）。 
52 Cat.,22.38-51. 



























                                   
54 ibid. 
55 ibid. 
56 修徳行者マルコス『「霊的な法について」二〇〇の断章』 第 56 番、宮本久雄訳 (『フ
ィロカリアⅠ』新世社、2007 年所収) 228 頁。 
57 前掲書 第 25 番、224 頁。 
58 Cat.,22.102-105. 





























                                   
60 Cat., 22.105-108 
61 cf.,H. Alfeyev, ibid., pp.234-235. 























                                   
63 Cat., 16.78-98. 
64 cf., ibid., 16.9-12. 
65 ibid.,16.15-17. 
66 cf., ibid., 16.14-16. 
67 ibid., 16.54-57. 


































                                   
70 ibid., 16.67-70. 
71 三回の聖なるかな、の意味。「聖なるかな神、聖なるかな強き方、聖なるかな不死なる
方、われらを憐れみたまえ。」と唱える。 
72 J.ペリカン『キリスト教の伝統 第 2 巻』鈴木浩訳、教文館、2006 年、359 頁。 






























                                   
75 ibid.,127-144. 






























                                   




























































   人間を愛する王よ。あなたは人生の暗闇の中と悪いものの間に身を置いている 
                                   
82 Cat., 22, 70-74. 
83 cf., ibid., 22,24-28. 
84 cf., Cat., 16,17-20. 
85 Cat., 22, 88-104. 





   あなたは、あなたの聖なるシメオンを私に喜んで現わしてくださいました88。 
 
   あなたの神的な光が、全てのものとみじめな私を照らす。そして夜を昼のよ 
  うに強く照らした時、あなたはあなたの神性の高みにおいて、天において見る 




















                                   
87 Cat., 35, 87-90.   
88 ibid., 100-102. 




























                                   
90 Chap., 1:25. 
91 ibid., 1:28.  
92 ibid., 1:30.  
93 ibid., 1:55.  
94 森安達也『東方キリスト教の世界』山川出版社、1993 年、66 頁。 


























                                   
96 Chap., 1:4. 
97 ibid., 1:49. 
98 ibid. 
99 ibid. 
100 ibid., 1:50. 
101 ibid. 
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105 Cat., 33, 80-95.  
106 Hymnes, 15, 209.  





























                                   
108 Chap., 1:28.  
109 Eth., 10, 840-841.  




























                                   
111 大森正樹「闇―神現の場」21 頁。 































                                   
2013 年所収）203 頁。 
114 Hymnes, 15, 209.  
115 ibid.  
116 Cat., 22, 105-108.  





























































                                   





























































                                   
120 Cat.,30.143-184. 
121 Cat.,22.34-38. 






























                                   
123 前掲書, 第 127 番、236 頁。 


























                                   
125 オリゲネス『祈りについて・殉教の勧め』小高毅訳、創文社、1985 年、150 頁。 































                                   
130 ibid., 137-140. 
131 東方教会無名の修道者『イエススのみ名の祈り―その歴史と実践―』古谷功訳、あか
し書房、1983 年、9 頁。 
132 前掲書、18 頁。 
133 前掲書、24 頁。 
134 同頁。 
135 前掲書、34-35 頁。 
136 Cat., 22, 79-81. 
137 ibid., 63-64. 
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146 修徳行者マルコス『業によって義化されると考える人々について 二二六の断章』 第
131 番 （『フィロカリアⅠ』宮本久雄訳、新世社、2007 年所収）262 頁。 
147 Asc., 16. 





























                                   
149 Asc.,30. 
150 Asc.,30, 56-57. 
















 また、二人のシメオンの祈りにおいて、シメオンは悔い改めという μετανοία という語を
強調し、師父シメオンは悔恨 κατάνυξις という語を強調している点で異なっている。『A 











                                   
152 Cat., 22 参照。 
153『岩波キリスト教辞典』757 頁、「罪」の項参照。 
154 同上。 













































が創造される前からあった。そして創世記 1 :6-7 において「『水の中に大空あれ。水と水を
分けよ。』神は大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた」のである。このこ
とから水は始まりのものであり、すべてを造るものであったと考えられていたといえるで
あろう。またエレミア書 2 :13 では、神は「生ける水の源」として表現されている160。また
イザヤ書 12 :3 は「救いの泉」として神を表現している。これらの表現は、水を神聖化して
はいない。また水と清めとの関係は、レビ記 11 :16 の清浄規定と民数記 19 章の清めの水の




例をあげると、創世記 6 :17 で神はノアに「見よ、私は地上に洪水をもたらし、命の霊をも
                                   
156 ミルチャ・エリアーデ『豊穣と再生』久米博訳、堀一郎監修、せりか書房、1991 年、
58 頁。 
157 前掲書、58-59 頁。 




無  用の水溜めを掘った。」 
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220 Chapitres théologiques, gnostiques et pratiques の 1 の 35 番と 36 番で、シメオンはこの第
二の洗礼が涙による浄めを必然的に伴うものだと語り、さらにこの洗礼を「真理その
もの」と呼んでいる。クリヴォシェヌはここから、第一の洗礼と第二の洗礼の違いは
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of the Eastern Church, ST Vladimir’s Seminary Press, 2002, pp.204-205. 






























                                   






























                                   
225 ニコラオス・カバシラス『聖体礼儀註解』（『中世思想原典集成３ 後期ギリシア教父・
ビザンティン思想』上智大学中世思想研究所、平凡社、1994 年、所収）、914 頁。 






























                                   






























                                   
228 Asc.,24. 





























                                   
230 Cat.,15, 68-70. 
231 Eth.,5, 276-279. 






























                                   
233 Cat., 36, 230-238. 

























次に「隠された ajpokekrummevnon」、「無名の ajkatonovmastoV」、「言い表せない ajvnekfwvnhton」、
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難い ajprovsiton」、「全く近づき難いものよ ajprovsiton pantelw:V」であるが、これらの部分に
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 「右手 dexiav」は「神の力の象徴」249として使われている。『詩編』20:7 には「主は油注が
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られるのです。（ガラテヤの信徒への手紙 2 :20） 
 
信仰によってあなたがたの心の内にキリストを住まわせ、あなたがたを愛に根ざし、
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また太陽の光を受けて被造物は活動することができる。だから太陽を神に喩える考え方は
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3-12 の山上の説教の「幸い」の箇所の書法（Μακάριοι.... , òτι....）を使い十八の「幸い」を述
べている。では、シメオンが『倫理的論考』第十講話で述べる「幸い」の箇所を見てみよう。 
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 次にシメオンの著作における心について見ていこう。シメオンはマタイ福音書 5:8 を用い
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   御言葉はその神性において不変のままにとどまり 
  肉をとることにより人となった 
  肉と魂において人を不変のものとして保ち 
私を完全に神とした 
  彼が私の断罪された肉をとり 
  そして私に完全な神性を装わせた。 
  なぜなら、私が洗礼を受けた時に、私はキリストを着たからで 
  ある〈…〉 
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